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１ 学  年  第５学年 

２ 単 元 名  工業の今と未来 

３ 単元について 

(1)単元観 

本単元は，小学校学習指導要領の社会，第５学年の内容（３）「我が国の工業生産について，次のこ

とを調査したり地図や地球儀，資料などを活用したりして調べ，それらは，国民生活を支える重要な役

割を果たしていることを考えるようにする。」を受けて設定した。学習対象は，「我が国の各種の工業生

産や工業地域の分布など」「工業生産に従事している人々の工夫や努力，工業生産を支える貿易や運輸

などの働き」とし，これらの学習を通して，我が国全体の工業生産の現状や特色，工業生産に従事して

いる人々の工夫や努力，貿易や運輸の働き等について捉え，我が国の工業生産は国民生活を支える重要

な役割を果たしていることについて考えさせることをねらいとしている。 

我が国は，現在，工業生産額が世界で第３位であり，世界有数の工業国である。中でも機械工業が最

も盛んであり，それを基にした加工貿易が日本経済の特徴の一つとなっている。さらに，高い技術力に

支えられた工業製品は，国内だけでなく国外においてもその品質が高く評価されている。しかし，近年

円高，新興国の工業の発展，環境への意識の高まり，消費者の多様なニーズ等から，我が国の工業は生

産の拠点を海外に移したり，付加価値のより高い製品や環境に配慮した製品を生み出したりして生産の

転換を行っている。このような我が国の工業生産の変化を捉え，環境保全の視点等を踏まえた持続可能

な工業生産の在り方について学習することは，我が国の工業生産が国民生活を支える重要な役割を果た

していることを考える上で重要であると考える。                   

 中央教育審議会答申の社会科，地理歴史科，公民科の改善の基本方針には，社会的事象に関心をもっ

て多面的・多角的に考察し，公正に判断する能力と態度を養うことと示されている。また，小学校学習

指導要領の社会には，第５学年の能力に関する目標において，社会的事象の意味について考える力，調

べたことや考えたことを表現する力を育てるようにすると示されている。本単元は，我が国の工業や貿

易の特色について考察したことを基に，これからの工業生産の在り方について判断する学習過程をとる

ことから，これらの力を高める上で，適した単元であると考える。 

(2)児童観 

本学級の児童は，社会科の学習に意欲的に取り組む児童が多い。農業や水産業の学習においては，学

習内容に関わりのある資料を収集したり，教科書や資料集，インターネットなどを使って事前に調べて

きたりする児童が多く，主体的に学習を行っていた。一方で，授業中は活発に意見を出し合いながら考

えを交流し合う学習を行うが，根拠を示さずに考えを発表することが少なくない。本学級の全児童を対

象としたアンケート調査では，「理由を付けて自分の考えが書けた。」という問いに対し，28人中21人の

児童が「あまりできなかった。」「できなかった。」と，否定的な回答をしている。これらのことから，

本学級の児童は，理由を付けて考えることや表現することに苦手意識をもっていることが分かる。その

原因として，社会科の学習において，社会的事象の根拠を明らかにして自分の考えをもつことや公正に

判断する能力が，十分に身に付いていないからだと考える。 

(3)指導観 

指導に当たっては，前単元の「自動車工場の様子」の学習内容や資料等を活用して，我が国の工業生

産の概要を捉えるようにする。具体的には，工場の立地や貿易の特色，中小工場の様子や海外生産等の

意味やこれらがどのように関連しているのかについて考えさせることで，我が国の工業生産は国民生活

を支える重要な役割を果たしていることを考えさせたい。その際，判断に至る思考の道筋が図式化され

たトゥールミンモデルを活用する。このモデルは，データ，主張，理由付けの関係を書かせることによ



って，根拠を明確にして考えを導き出そうとするものである。これからの工業生産の在り方等，学習し

たことを基に思考・判断する場だけでなく，我が国の工業の特色を捉える際にもトゥールミンモデルを

活用させ，児童が根拠を整理しながら多面的に思考・判断できるようにしたい。さらに，個人内の思考・

判断だけでなく，他の児童と根拠を述べながら考えを交流する場を学習過程に取り入れることにより，

自分との共通点や相違点を比較したり，関連付けたりして思考し，より公正に判断できるようにしてい

きたい。 

 

 

４ 単元の目標 

・ 我が国の工業生産に関心をもち，統計や写真などの資料を活用して調べることを通して，各種の

工業生産や工業地域の分布，貿易や運輸の働きを捉え，我が国の工業生産が国民生活を支える重要

な役割を果たしていることについて考える。 

・ 我が国の工業生産や工業地域の様子から学習課題を見いだし，地図，統計，写真などの資料を活

用して調べたことをワークシート等にまとめるとともに，我が国の工業生産の現状や特色について

考えたことを適切に表現する。 

 

５ 単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の技能 社会的事象についての 

知識・理解 

① 我が国の工業生産
や貿易の様子に関心
をもち，意欲的に調べ
ている。 

 
② 国民生活を支える
我が国の工業生産の
発展を考えようとし
ている。 

① 我が国の工業生産
や貿易の様子につい
て，学習課題や予想，
学習計画を考え表現
している。 

 
② 我が国の工業生産
や貿易の様子と国民
生活とを関連付けて，
工業生産が国民生活
を支える重要な役割
を果たしていること
を多面的に考え，適切
に表現している。 

 

① 地図や地球儀，統計
等の資料を活用して，
我が国の工業生産や
貿易の様子について
必要な情報を集め，読
み取っている。 

 
② 調べたことをワー
クシート等にまとめ
ている。 

① 我が国の工業生産
は国民生活を支える
重要な役割を果たし
ていることを理解し
ている。 

 
② 我が国の工業生産
や貿易の特色につい
て理解している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄデータ 

Ｗ理由付け 

Ｃ主張 

トゥールミンモデル 

Ｄデータには，Ｃ主張の基になる事実

や知識を，Ｗ理由付けにはデータから主

張を導いた理由を記述する。 

 



６ 本単元の知識の構造図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
の
企
業
が
海
外
で
生
産
し
、
逆
輸
入
さ
れ
た
製
品
が
あ
る
。 

工
業
製
品
の
海
外
生
産
の
比
率
は
、
上
が
っ
て
い
る
。 

海
外
の
工
場
は
、
日
本
よ
り
安
い
賃
金
で
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
。 

我が国の工業は，生産費用を
できるだけ抑えるため，海外
で生産する割合を高めてい
る。 

 

我が国の工業生産は，高い技術を大切にしながら，より高度で世界を明るくするよ

うな工業を目指すべきである。 

規
範
的
知
識 

日
本
の
中
小
工
場
に
は
、
世
界
か
ら
注
目
を
受
け
て
い
る
工
場
が
あ
る
。 

  

記
述
的
知
識 

我が国の工業生産は，国民生活の向上や産業の発展に重要な役割を果たしている。 

。 

我が国の貿易は，加工貿易によって利益を上げているという
特色がある。 

我が国の工業生産は，技術の伝承と新たな開発によって，消

費者の需要に応えるなど，優れた製品を生産するための工夫

や努力をしている。 

概
念
的
知
識 

説
明
的
知
識 

糸
の
よ
う
な
細
さ
の
「
刺
し
て
も
痛
く
な
い
」
針
が
、
日
本
の
小
工
場
で
作

ら
れ
て
い
る
。 

  

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
日
本
の
小
工
場
で
作
ら
れ
た
笛
が
使
わ
れ
た
。 

  

工業が盛んな地域は，原料や
製品の輸送に便利な場所や
大都市近郊に立地する。 

我が国の工業は，主に原料や
部品を輸入し，工業製品を輸
出している。 

我が国の工場は，ほとんどが
中小工場であり，高い技術の
伝承・開発によって，世界的
に注目されている。 

工
業
が
盛
ん
な
地
域
は
、
海
沿
い
に
広
が
っ
て
い
る
。 

 

工
業
地
帯
や
工
業
地
域
が
多
く
集
ま
る
場
所
を
太
平
洋
ベ
ル
ト
と
い
う
。 

 

工
業
が
盛
ん
な
地
域
は
、
大
き
な
道
路
の
近
く
あ
る
。 

 

日
本
の
工
場
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
工
場
で
あ
る
。 

  

海
外
で
生
産
す
る
と
原
料
を
輸
送
す
る
費
用
が
安
く
な
る
。 

工
業
な
盛
ん
な
地
域
は
、
空
港
の
近
く
に
あ
る
。 

 

  

平
成
二
十
二
年
の
輸
出
総
額
は
六
十
七
兆
円
で
、
輸
入
総
額
は
六
十
兆
円
で

あ
る
。 

日
本
は
、
機
械
類
や
自
動
車
を
多
く
輸
出
し
て
い
る
。 

  

日
本
は
、
原
油
な
ど
の
燃
料
や
機
械
類
、
原
料
品
を
多
く
輸
入
し
て
い
る
。 

 
ア
ジ
ア
地
域
で
生
産
さ
れ
た
安
く
て
品
質
の
よ
い
工
業
製
品
が
輸
入
さ
れ

て
い
る
。 



７ 指導と評価の計画（全７時間） 

次 時 学習内容（主な発問） 
評価 

主な評価規準 評価方法 
関 思 技 知 

１ １ ・身の回りの工業製品について知る。 

（身の回りの工業製品を探して，

仲間分けをしよう。） 

・工業製品の仲間分けを基に，学習

課題を設定し，学習計画を立てる。 

 

 

 

 

 

◎ ○   ・身の回りの工業製品につい

て，意欲的に調べようとして

いる。（関①） 

・我が国の工業生産や貿易の様

子について，学習課題や予

想，学習計画を考え表現して

いる。（思①） 

ワークシー

ト 

行動観察 

２ ２ 工業のさかんな地域の条件につい

て考える。 

（工業は，どのような場所でさかん

になっているのだろうか。） 

 ◎   ・工業がさかんな地域の立地条

件について，土地の条件や交

通網等を関わらせて，多面的

に考え，判断している。（思

②） 

ワークシー

ト 

発表 

３ 我が国の貿易の特色について調べ

る。 

（なぜ，加工貿易をするのだろう

か。） 

  ◎  ・日本の貿易の特色について，

資料から読み取り，ワークシ

ートにまとめている。（技①

②） 

ワークシー

ト 

発表 

４ 我が国の工場の特色について考

え，工業製品が高い技術力によって

生産されていることを理解する。 

（なぜ，我が国の中小工場に世界か

ら注文がきているのだろうか。） 

   ◎ ・中小工場が，高い技術力等に

より我が国の工業を支えて

いることを理解している。 

（知①） 

ワークシー

ト 

発表 

５ 海外生産が増えている理由につい

て理解する。 

（なぜ海外生産が増えているのだろ

うか。） 

   ◎ ・企業の努力や海外での労働条

件を結びつけ，海外生産が増

えている理由について理解

している。（知②） 

ワークシー

ト 

発表 

３ ６ 工業製品と生活の関わりについて

考えたことを基に，学習課題を再設

定する。 

（工業製品によって，私たちの生活

はよくなっただろうか。） 

 

 

 

 ◎   ・工業製品がもたらしたプラス

面とマイナス面との両面か

ら考えたことを基に判断し，

新たな学習課題を考えてい

る。（思①） 

ワークシー

ト 

発表 

４ ７ これからの工業製品について考え

る。 

（これからの工業製品は，どのよう

なものをつくるべきだろうか。） 

◎ ○   ・国民生活を支える我が国の工

業生産の発展を考えようと

している。 （関②） 

・これからの工業生産が目指す

方向について，我が国の工業

の特色や先進的な取組例を

関連させて多面的に考え，そ

れを基に今後どのような製

品を作っていくべきか判断

する。（思②） 

ワークシー

ト 

発表 

 
 
 

日本の工業生産には，どのような特色があるのだろうか 

これからの工業製品は何を目指せばよいのか考えよう。 

 



８ 本時の展開 

【第２時】 

(1)本時の目標 

    工業がさかんな地域の条件について，グラフや地図などを活用して調べたことを基に，多面的に考

え，判断することができる。 

(2)学習の展開 

学習活動「発問・指示」 指導上の留意事項 評価規準と評価方法 

１ 工業がさかんな地域をイメージ
する。 

 

 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

３ 学習課題について，予想する。 

・「工業は，どのような場所でさかん
になっているのだろうか。」 

 

 

４ 工業のさかんな地域を調べ，白地
図にまとめる。 

・「地図帳から，工業のさかんな地
域はどこにあるか調べ，白地図に
まとめましょう。」 

 

５ 工業のさかんな地域の条件につ
いて考え，話し合う。 

・「どのような場所で工業がさかん
になっていましたか。」 

 

・「なぜ，工業は，このような場所
でさかんになっているのでしょう
か。」 

 

 

６ 学習のまとめをする 

・「工業のさかんな地域について，
主張，事実，理由付けをトゥール
ミンモデルのワークシートにまと
めよう。」 

 

 

 

・工場地帯の動画を視聴させて，
工業がさかんな地域とはどの
ような所か，視覚的に捉えさせ
る。 

 

 

 

 

 

・動画のイメージから予想したこ
とをトゥールミンモデルに書か
せる。主張だけでもよいことと
する。 

 
・教科書や資料集を用いて，工業
がさかんな地域を調べ白地図
に印を付けさせる。 

 

 

 

・白地図にまとめたことや，教科
書，資料集の写真資料を根拠に
話し合わせる。 

・資料を関連させたり，総合させ
たりしながら，できるだけ多く
の場合に当てはまる理由を考
えさせる。 

・トゥールミンモデルを活用し，
書かせる。まずは，自分で書か
せた後，交流させる。 

 

・予想の際に書いた内容などを残
させることで，考えが深まって
いった過程を確認できるよう
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・工業がさかんな地域の条

件について，その土地の

条件や交通網などを関わ

らせるなど，多面的に考

え，判断している。（思② 

ワークシート・発表） 

 

 

工業は，どのような場所でさかんになっているのだろうか。 

工業のさかんな地域は，原材料や製品を輸送するのに便利な所や働く人を確保しやすい人口の多い所

などに立地する。 

トゥールミンモデルの例 

 海に近い所 
空港に近い所 

 

物を運ぶのに便利
な場所は，工業が
さかんである。 

海や空港に近いと，原材料や製品を船や飛
行機で運びやすい。 

 



【第６時】 
(1)本時の目標 
  工業製品が，生活に果たしてきた役割について，多面的に考察し判断したことを基に，工業生産に
ついての新たな学習課題を考えることができる。 

(2)本時の学習展開 

学習活動「発問・指示」 指導上の留意事項 評価規準と評価方法 

１ 身の回りの工業製品について発表
する。 

・「よく使う工業製品は何ですか」 
 
２ 本時の学習課題を確認する。 
 
 
 

３ 工業の発達が，生活にどのような変
化をもたらしたか考える。 

・「工業製品によって私たちの生活はよ
くなりましたか。トゥールミンモデル
にまとめましょう。」 

 
４ 学習課題について，考えたことを話

し合う。 

・「友だちの意見や資料を基に，様々な
面から再び考えて，トゥールミンモデ
ルに書き加えましょう。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 学習のまとめをする。 

・「今日の学習を通して，分かったこと
や考えたことを発表しましょう。」 

 
 
 
 
６ 次時の学習課題を設定する。 

・「今日の学習で考えたことから，次回
の学習課題について考えましょう。」 

・身の回りにある工業製品をできる
だけ多く出させ，どのようなところ
が便利なのか話し合わせる。 

 
 
 
 
 
 

・学習活動１で出された意見を参考
にして，まずトゥールミンモデルに
主張を書かせ，その後，根拠や理由
付けを考えさせる。 

・調べたり，他の児童と交流する中
で，主張等が変わった際は，書き直
したり，書き加えたりしたりしても
よいことを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
・教師が提示した資料や他の児童の
意見を基に，トゥールミンモデル
にまとめた内容を交流させ，多面
的に考察させる。 

・洗濯機，携帯電話，携帯ゲーム機，
テレビ，自動車などの写真や絵，統
計資料などを提示し，工業製品が生
活を便利で快適にしていった面を
補足する。 

・産業廃棄物やゲーム機の影響等の
資料を提示し，工業の発達がもたら
した負の面についても補足する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童から出た意見をまとめ，新た
な学習課題を構成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・工業製品がもたらし
たプラス面とマイナ
ス面との両面から考
えたことを基に判断
し，新たな学習課題
を考えている。（思①
ワークシート） 

 
 
 
 
 

工業製品によって，私たちの生活はよくなったのだろうか。 

。 

トゥールミンモデルの例 

 
テレビゲームや
テレビが発達し
た。 

生活はよくなっ
た。 

 

テレビやテレビゲームがあると生活が楽し
くなる。楽しいくことはよい。 

トゥールミンモデルの例 

 テレビゲームや
テレビが発達し
た。 
ゲームの影響で
家庭での会話が
減った。 

生活はよくなっ
たけど問題も多
い。 

 

テレビやテレビゲームがあると生活が楽し
くなる。しかし，家庭での会話が少なくな
り，人と人との関わりが減るというのは，
本当に意味では楽しくないと思う。 

工業製品は，生活を便利に快適にした反面，様々な問題点を作り出している。 

。 

これからの工業製品は何を目指せばよいのか考えよう。 

。 



 


